
2024 年 8 月 30 日 

報道関係者各位 

パナソニック株式会社 

ヤンマーホールディングス株式会社 

パナソニック ホールディングス株式会社のグループ会社であるパナソニック株式会社 空質空調社（以下、パナソニック）と、ヤ

ンマーホールディングスのグループ会社であるヤンマーエネルギーシステム株式会社（以下、ヤンマーエネルギーシステム）は、

業務用空調機の一つであるガスヒートポンプエアコン（以下、GHP）室外機の開発と製造に関する合弁会社を設立すること

で合意しました。両社は本協業を通じて、開発と製造の効率化を図りながら、BCP（事業継続計画）対策や次世代低炭

素エネルギー（※1）の活用を目指し、社会要請への対応を進めていきます。 

 

GHP はガスエンジンを動力源としてコンプレッサーを駆動する業務用空調機で、電気式ヒートポンプエアコンに比べ、消費電力

が約 10 分の 1 と少なく、夏場の電力ピークカットに大きく貢献してきました。近年では、ガスエンジンと電気モーターの両方を搭

載したハイブリッド空調（商品名：スマートマルチ）を発売。空調負荷に応じてガスと電気の消費量をコントロールし、1 次エ

ネルギーの平準化とランニングコストの削減に寄与しています。また、ガスインフラの強靭性を活かし、災害時の避難所や企業

の BCP 対策に最適な空調機として、停電時に発電をしながら空調と照明などの電気機器が使用可能となる、電源自立型

（商品名：ハイパワープラス）をラインアップしています。 

 

パナソニックは 1985 年に業界に先駆けて GHP 第 1 号機の開発・製造を行いました。ヤンマーエネルギーシステムも同時期

に GHP 事業に参入し、それ以来、両社は業界トップクラスのメーカーとして技術、ノウハウを蓄積し、ガス空調の発展に貢献し

てきました。 

 

パナソニックとヤンマーエネルギーシステムは、カーボンニュートラルに向けた環境経営の姿勢で共鳴し、2022 年 12 月から、マ

イクロコージェネレーションシステムの廃熱を業務用空調機である吸収式冷凍機に活用することで、高いエネルギー効率を実現

した「分散型エネルギー事業」で協業（※2）しています。今回新たに、2025 年 4 月を目処として、GHP 室外機の開発と製造

に関する合弁会社を設立することで合意しました。GHP を取り巻く市場環境は、空調機業界において将来的に強化が予想

される HFC 冷媒規制（※3）や水素を含む次世代低炭素エネルギーの社会実装などの変化が見込まれます。本合弁会社で

は、両社の強みであるパナソニックの冷媒技術とヤンマーのエンジン技術を持ち寄り、設計を共通化することによる開発リードタ

イムの短縮と、使用部品の内製化率向上、パナソニックの群馬県にある工場とヤンマーの岡山県にある工場の立地条件を活

かした東西での安定した生産体制を構築していきます。2026 年春には、本合弁会社で開発製造した GHP 室外機の発売

を目指します。なお、両社のブランド、販売、サービスは、従来と変わらず、それぞれで事業を継続します。 

 

今後もパナソニックとヤンマーエネルギーシステムは、GHP や分散型エネルギー事業を通じて、お客様の省エネルギーや脱炭素

化のニーズに応えることで、カーボンニュートラル社会の実現に貢献していきます。 

 
※1: 次世代低炭素エネルギーとは、合成メタンや水素などの新燃料。 

※2: 2022 年 12 月 1 日 ニュースリリース 「パナソニックとヤンマーが「分散型エネルギー事業」で協業」 

パナソニック：https://news.panasonic.com/jp/press/jn221201-1 

ヤンマーホールディングス：https://www.yanmar.com/jp/energy/news/2022/12/01/117160.html 

※3: HFC 冷媒規制とは、温室効果が非常に高い HFC（ハイドロフルオロカーボン）の供給制限や段階的な削減を目的とした規制。 

 

【お問い合わせ先】 

報道関係者様：ヤンマーホールディングス（株） ブランド部 コミュニケーション部 広報担当（koho@yanmar.com）  

パナソニックとヤンマーがガスヒートポンプエアコン（室外機）の 

開発製造に関する合弁会社の設立で合意 

両社の強みをかけ合わせ、開発リードタイムの短縮と安定した生産体制を構築 

https://news.panasonic.com/jp/press/jn221201-1
https://www.yanmar.com/jp/energy/news/2022/12/01/117160.html
mailto:koho@yanmar.com
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【本合弁会社の概要】 

会社名 パナソニック・ヤンマーGHP 開発製造株式会社 

本社所在地 群馬県 

設立時期 2025 年 4 月（予定）※所要の当局承認を前提とする 

事業概要 GHP 室外機の開発および製造 

資本金 9,000 万円 

出資比率 パナソニック ホールディングス株式会社 51％、ヤンマーエネルギーシステム株式会社 49％ 

 

 

【ご参考】 

＜パナソニック株式会社 空質空調社について＞ 

パナソニック株式会社 空質空調社は、換気扇や空気清浄機などの換気送風機器や、家庭用エアコン・業務用空調機など

の空調機器、ヒートポンプ式の給湯機や温水給湯暖房機（A2W）をグローバルに展開しています。ブランドスローガン「空気

から、未来を変える。」を掲げ、100 年を超える歴史の中で培ってきた空気と水のテクノロジーをかけ合わせ、社会とお客様起

点で、健やかな人と地球の未来の実現に貢献します。 

 

＜ヤンマーについて＞ 

1912 年に大阪で創業したヤンマーは、1933 年に世界で初めてディーゼルエンジンの小型実用化に成功した産業機械メー

カーです。「大地」「海」「都市」のフィールドで、エンジンなどのパワートレインを軸に、アグリ、建機、マリン、エネルギーシステムなど

の事業をグローバルに展開。環境負荷フリー・GHG フリーの企業を目指し、顧客価値を創造するソリューションを提供していま

す。未来を育むヤンマーの価値観「HANASAKA」を基盤に、ブランドステートメントとして掲げる“A SUSTAINABLE 

FUTURE”を実現します。 
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【画像】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の商品写真は「Panasonic Newsroom Japan」（URL：https://news.panasonic.com/jp/press/）および

ヤンマーHP（https://yanmar.com/jp/news/）の各リリースのページよりダウンロードができます。 

パナソニック株式会社 空質空調社 社屋 ヤンマーホールディングス株式会社 社屋 

パナソニック製 ガスヒートポンプエアコン 設置されているパナソニック製 ガスヒートポンプエアコン 

ヤンマーエネルギーシステム製 ガスヒートポンプエアコン 設置されているヤンマーエネルギーシステム製  

ガスヒートポンプエアコン 

https://news.panasonic.com/jp/press/
https://yanmar.com/jp/news/

